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中堅・
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地域センター

産業連携専門家の一体運
用で、全国大の共同研究・
技術指導サービスを提供

公設試

技術・資金・人材等の課題

各種産業支援機関による支援
海外展開 ◆販路開拓
人材育成 ◆金融 等

新事業・新産業を生み出す地域イノベーションの推進
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クロス・アポイント

博士課程学生

研究機関

地域特性を活かしつつ、全国ネットワークでリソースを総動員

企業のコミットメント

研究委託

博士人材

事業化

企業からの資金を
重視する評価基準
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大学
＜地域に貢献する大学改革＞

・地域の拠点大学の整備

・地域経済に貢献する大学づくり
（Center of Community (COC)＋)
・ 卓越大学院による地域経済との連携

教育・研究機関 橋渡し研究機関

○イノベーション実現に向け、各プレイヤーのミッションが不明確で

あるとともに、ミッションの達成に全力を傾注する仕組みがな
かった。

○地域完結主義に陥りがち。（地域外との連携がない）

○各プレイヤー間で人材や技術を流動化させる仕組みがなかった。

○各プレイヤーのミッションの明確化を図るとともに、各プレイヤーのコミットメントを
最大限引き出す仕組み。

○全国の資源を積極的に活用する仕組み。（全国リソースの総動員）

○クロスアポイントを導入することや、橋渡し研究後期段階では研究委託を基本と
することにより、人材や技術を流動化。

支援ニーズの吸い上げ

これまでの地域クラスター政策の反省点 新たな方向性

ワンストップ支援拠点

人材育成・供給、人材流動化

先端研究施設等を核とした産学官共同研究・実証拠点の形成、研究設備共用ネットワークの産学官共同利用の促進

目利き人材により地域のニーズと全国の技術シーズ等を効率的・効果的にマッチング

参考資料５
【平成26年11月19日第３回新陳代謝・イノベーションＷＧ 経済産業省・文部科学省提出資料】



戦略分野コーディネー
ターが大企業のニーズ
を踏まえマッチング

地域の
産業支援機関

公設試

産総研
地域センター

産総研
本部（つくば）

地域の中堅・中小企業

【販路開拓等の支援】

公設試 公設試

戦略分野コーディネーターの重点配置

産総研併任職員配置
（産総研支部（窓口）設置）

全国レベルで対応

NEDOイノ

ベーション・
プラット
フォーム

産総研
地域センター

全国のリソースを積極活用等する仕組み① （全国レベルでの橋渡し機能強化とマッチング機能の強化による地域イノベーションの推進）

産業連携専門家の一体運用で、全国大
の研究開発・技術指導サービスを提供

技術相談 橋渡し研究
機関を活用
した中堅中
小企業の研
究開発に対
する支援

橋渡し機能
強化のため
の施設整備

（１）産総研と公設試の連携による全国レベルでの橋渡し機能の強化

①産総研及び公設試の橋渡し機能強化

②産総研と公設試相互間の連携確立

・公設試に産総研併任職員を配置

・産総研による公設試内の橋渡し人材の育成

・産総研と公設試相互間の情報共有（先端技術情報、企業ニーズ等）

（２）戦略分野における産業専門家による全国レベルでのマッチングの実現

産業専門家（戦略分野コーディネーター）の公設試への重点配置

（３）橋渡し研究機関を活用した中堅中小企業のオープン・イノベーションの支援

技術的知見を有する専門家が、
販路開拓等を支援

大企業

取組内容

・技術シーズと
のマッチング

・研究開発

・技術指導

新市場の開拓

オープンイノベーションの推進

先端技術活用による
製品やプロセスの革新

クロス・
アポイント

大学
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• 目利き人材により地域のニーズと全国の技術シーズ等を効率的・効果的にマッチング
• 先端研究施設等を核とした産学官共同研究・実証拠点の形成、研究設備共用ネットワークの産学官共同利用の促進

【先端研究設備の民間利用を促
進する全国ネットワーク】

【産学官による地域発研究開発・実証拠点（リサーチコンプレックス）】

【地域のニーズを全国の先端技術シーズと最適マッチング(マッチングプランナー）】

全国のリソースを積極活用等する仕組み② （産学官研究開発・実証拠点、設備共用ネットワーク、マッチングプランナー）

地域の将来ビジョンを作り、その実現に向け、地域で不足する資源は
域外からも導入し、産学官の集積拠点を形成。
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